
淡島千景と幕末の女性達
宝塚歌劇団の花形娘役から戦後の黄金期の日本映画界へ、さらにはテレビ
ドラマや商業演劇へ・・・。昭和平成の日本芸能史に偉大な足跡を残した女優
淡島千景（１９２４年～２０１２年）が生涯の幕を閉じ、早くも５年の歳月が流れつ
つあります。早稲田大学演劇映像学連携研究拠点公募研究「淡島千景資
料の多角的研究 宝塚・映画・五輪・野球」では、ご遺族から早稲田大学演
劇博物館に寄贈された貴重なご遺品の目録作成を進めると同時に、大女優
の業績に関する研究に着手しました。ご遺品の一部は「淡島千景特集」と銘打
ち、演劇博物館３階の常設展「映画・テレビ」にお披露目中です。
淡島千景の女優的経歴を振り返るとき、彼女が演じた幕末の女性達の輝き
に目を奪われます。特に坂本龍馬ら反体制派の志士を庇護した京都伏見の
船宿寺田屋の女将「お登勢」は無類の当り役であり、映画・テレビ・演劇とメディ
アを超えつつ演じ続けました。第１３回毎日映画コンクール主演女優賞を得た
代表作『螢火』上映に続き、晩年に特別出演した劇団若獅子公演『螢火 お
登勢と龍馬』に龍馬役を務めた笠原章氏をお迎えし、大女優との想い出をお聞
きします。

日 時：２０１６年１２月１７日（土）１３時４５分開場 １４時～１７時１５分

会 場：東京国立近代美術館フィルムセンター小ホール（定員１５０名）

第１部 上映 映画『螢火』（１９５８年、１２３分）

監督：五所平之助 原作：織田作之助 脚本：八住利雄

撮影：宮島義勇 音楽：芥川也寸志 製作：歌舞伎座

出演：淡島千景 伴淳三郎 若尾文子 森美樹ほか

※東京国立近代美術館フィルムセンター所蔵作品

第２部 講演 笠原章（元新国劇／劇団若獅子代表）

聞き手 羽鳥隆英（新潟大学助教）

入場無料
予約不要

問合せ：ＵＲＬ http://kyodo.enpaku.waseda.ac.jp/
ＴＥＬ ０３‐５２８６‐１８２９（平日９時～１７時）

主 催：早稲田大学演劇映像学連携研究拠点
公募研究「淡島千景資料の多角的研究 宝塚・映画・五輪・野球」

協 力：東京国立近代美術館フィルムセンター

講師略歴
俳優。１９４８年生。６９年、劇団新国劇に入り、辰巳柳
太郎に師事する。８７年、新国劇の解散に際し、残された
劇団員同志とともに劇団若獅子を旗揚げし、新国劇の
名作の復活公演などを精力的に続ける。２０１３年、第３４
回松尾芸能賞優秀賞を受賞。来年４月には新国劇１００
周年の舞台『夢の澤正』（早稲田小劇場どらま館）を控
える。


